
令和元年度第２回 ぐんま地域防災アドバイザーフォローアップ研修報告書  

  

日時：令和２年２月１日  

場所：群馬地域防災センター  

  

（１）オリエンテーション  

群馬県危機管理課より防災士、ぐんま地域防災アドバイザーの位置づけと役割につ

いて、説明をさせていただきました。  

地域防災力向上のために、まずは自らの身を守るための行動を実践いただくことか

ら初めてみましょう。  

  

（２）防災気象情報の利用について 前橋地方気象台 林 防災気象官  

前橋地方気象台の林防災気象官を講師にお招きし、今回のテーマである「警報避難と

避難行動」のテーマに沿って、必要となる気象情報の取捨選択の重要性や、情報の取得

方法例について講義いただきました。  

気象台の職員からの専門的な解説を聞ける機会は少ないため、新たな知識や情報を得

られることができたのではないかと思います。  

  

（３）避難行動計画作成演習  

防災士会群馬県支部により、自分自身及び自主防災会での避難行動計画作成演習を実

施しました。  

演習の前段で、赤羽副支部長による台風１９号を中心とした身近な災害リスクについ

て講義をいただき、避難のための準備がいかに必要かを再確認するとともに、実践編で

は自分自身や自主防災組織等の避難行動計画を作成してもらいました。  

  いざ避難をしようとするときの、最初の第一歩。あるいは、自主防災組織で避難所を開

設する際に、「誰が、いつ、何をしなければならないか」。そのときがどのタイミングな

のかを予め決めておくことが、実際の避難行動や地域の災害対応につながっていくよう

に感じました。  

   



 


